
第３回放射線防護の民主化フォーラム

放射能に汚染された水や土壌を
どうすればよいのか？

産官学の動向

放射能ゴミ焼却を考えるふくしま連絡会
和田央子



汚染土再生利用は産・官・学一体のビジネス

環境放射能除染・廃棄物処理国際展

RADIEX 2012~2019 除染・廃棄物技術協議会
中間貯蔵除去土壌等減容・再生利用技術開発
戦略検討会2015～2024



双葉町長が汚染土受入れ検討

「まずは福島県内で取り組む必要がある」と述べ、町内での再生
利用を検討する考えを明らかにした。

浅尾慶一郎環境相は閣議後記者会見で、「大変深く受け止める」

伊沢氏は「県内で理解醸成が進まない中で、首都圏の皆さんに
協力を仰ぐことは難しい」と指摘。「町のインフラ整備で必要に
なったタイミングで、住民や議会の理解を得ながら考えていきた
い」

（2025年2月25日JIJI.COM）



大玉村スマートICに汚染土再生利用？
始まる除染土再生利用、埋め立て・盛り土が候補 課題は地元理解 （日経デジタ

ル2025年8月12日）

「福島県内でも中通り地域のスマートIC計画を巡り、政府関係者が汚染土の活用に向
けて動いている」との記載

用地は、国道４号にほど近い大山地区で、商業施設があり、岳温泉にも通じるため、
地元は歓迎している人も多い（地元の報道で汚染土については言及無し）

大玉村スマートインターチェンジ地区協議会

9月26日、国やNEXCO東日本が出席 早ければ年度内に国の新規事業に採択へ

• 一般の傍聴不可 

• 当日の配付資料は計画段階の資料のため、関係者以外は非公開

実施計画書の策定・提出（地方自治体→国・機構・会社）

整備計画決定（国）



中間貯蔵施設の見学対象者を小学生に拡大

• 計10人弱の小学生が
見学

• 未成年者は保護者の
同意が必要

• 中高生多数見学

• 見学はバスで降車場
所が２か所



中間貯蔵から最終処分までの総コスト、最大５兆円超
地元紙試算

ａ：減容化の処理コスト

ｂ：再生利用 8328億円

ｃ：中間貯蔵（45年まで）2兆2000
億円（すでに使い切り）

総コスト（ａ+ｂ+ｃ）は最大４兆～
５兆円以上（シナリオ４の場合）

【最終処分まで20年・約束の行方】コスト試算、
将来負担数兆円か 福島民友 2025年7月1日より、
表は同記事より再現

県外最終処分のコスト（福島⺠友社試算）



汚染土再生利用を脱炭素ビジネスの対象に？

今あらゆる産業や自治体にCO2削減が求められている

環境省が購入したカーボンクレジットを、汚染土を受入れた自治
体に付与するという案

山から土を新たに掘り出すには重機によるCO2が出るが、今ある
汚染土を使えばその分のCO2を削減分とカウントできる

（中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会）

除染と収集運搬、保管、減容化で排出する分は無視？！

除染で集めて、再生利用でばらまいて、さらに金融商品に？！
（悪徳商法）



大熊町と国立環境研究所との連携協定（2023～2025）

•大熊町におけるゼロカーボン推進による復興まちづくりに関する
研究を推進し、その成果の活用を図る連携・協力について連携協
定を締結

•①研究推進及び成果等の活用、②環境分野における人材育成、③
地域住民・企業等への普及啓発

福島県大熊町と国立研究開発法人国立環境研究所との連携協定の締結について（お知らせ）
｜2023年度｜国立環境研究所
国立研究開発法人国立環境研究所

福島地域協働研究拠点 地域環境創生研究室

室長：五味 馨

主任研究員：大西 悟

主任研究員：中村 省吾

https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20230615/20230615.html
https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20230615/20230615.html
https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20230615/20230615.html
https://www.nies.go.jp/whatsnew/2023/20230615/20230615.html


汚染土再生利用の後押し
若者による「風評払拭」プロジェクト

国の事業「地方創生」による若者を対象
とした被災地イベントと移住の呼びかけ
地方創生ビジネスのほとんどは東京に本

社を置くコンサル会社が手がける

例）双葉町の土で陶芸体験

双葉町の放射能汚染や県外最終処分に関
連するネガティブなイメージ
「土」を安全かつ創造的に活用する一つの
事例となることを目指す

EVENT | HAMADORI CIRCLE PROJECT

https://hamadoori-circle.com/event


若者による「風評払拭」プロジェクト
Zutto Soilプロジェクト -飯舘村から考える土
づくり-

浜通りから「未来の土づくり」ブランドを立ち
上げる！
by 株式会社MARBLiNG

uプロジェクト概要

福島県飯舘村で、放射能除染に起因する土壌課
題をテーマにした新しい園芸ブランドを創出

図図倉庫を拠点に、金澤バイオ研究所や全国の
大学と連携し、村独自の堆肥・肥料*を開発

uプロジェクトの背景

全国の農学部とデザイン学部の学生を集めた
「農×デザイン塾」を実施

uプロジェクトのゴール

土づくり研究室を設立し、研究者6人、企業5社、
大学6校による活動人口を創出

開発した肥料や土を大規模販売できる体制づく
り

【フクシマックス】飯舘村発の環境循環型
グリーンテックブランドを作り出す！⼀緒
に世界へ届ける営業・マーケティングの担
当者 | YOSOMON!

*経済安保法の特定重要物資に指定
国の支援措置対象

飯舘村長泥地区にも下水汚泥肥料化施設

https://yosomon.etic.or.jp/projects/339
https://yosomon.etic.or.jp/projects/339
https://yosomon.etic.or.jp/projects/339
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https://yosomon.etic.or.jp/projects/339
https://yosomon.etic.or.jp/projects/339
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https://yosomon.etic.or.jp/projects/339


イノベーター養成プログラム エクストリーム大熊 2023年～

エクストリーム：極限、極端、過激
大熊町、大熊インキュベーションセンター、インスパイア
BBT（ビジネスブレークスルー）大学大学院

https://www.extreme-okuma.com/



10～20代が対象 全額無料



９つのプログラム

1. オリエンテーション

2. 大熊ブートキャンプ

3. 事業構想ワークショップ

4. 静岡ブートキャンプ

5. 事業計画ワークショップ

6. 九州ブートキャンプ

7. オンラインゼミ

8. 最終プレゼンテーション

9. ビジコン応募チャレンジ
OIC入居、事業開始

ブートキャンプ：新兵訓練施設



大熊ブートキャンプ



産・官・学・報の癒着は戦争への道

汚染土再生利用反対
ＳＴＯＰ軍拡・戦争準備！

ご清聴ありがとうございました


